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	見つかった課題


	　教科に配分した消耗品費が、（備品購入計画で消耗品費に回った分を除き）どの教科も執行されていない。

	課題解決に向けた行動の経過（時系列で箇条書き程度）


	・昨年度は、カラープリンタートナーとステージの暗幕修理がかさみ、職員に強力に節約を求めた。総合学習やキャリア教育の予算も吸い上げた。

・各教科代表に予算執行状況表を配付しながら各教科で相談して執行するように伝えた。

	行動する上で見えたこと


	・忙しくて気が回らない。
・教科で自由に使用できるお金の経験は少ない。

・即座に反応する教員とそうでない教員がいる。

	とりくみの結果なにがどうなったか


	・ある教科では、即座にアンケートを回し即日決定し発注した。

・ある教科は、教科代表が購入案を即座に固めた。

・ある教科の代表は、「これは、使えという意味ですか」と聞きに来た。私は「使えという意味ですし、それによって父母負担を減らすというねらいもあります。」と回答。

	とりくみの感想など


	○すぐに反応してくれる教員に感動した。○動けば、変わる。○「変わるべきなのは、事務職員自身」と相田みつを気分になった。○即日発注したある教科が選んだのは、ポスカ9セット。実はこれは、今年から研究として4人班を学校全体で実践していて作業用ポスカが教室にある分では足りなくて苦慮していた。ということが分かった。これは、事務職員の自分としても目からウロコ。また、教室にあるのはプロッキーが多いが重ね塗りが可能なポスカがほしかった。そんな教科的な希望もあることも分かった。


備考　＊本校の実態　学級数21(特別支援３学級)　生徒数　644名　　職員数41名
